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信託銀行とは 



信託とは 
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■ 信 託 と は 
 
  他 人 に よ る 財 産 管 理 ・ 処 分 の た め の 法 制 度  

 

  あ る 人 （ 委 託 者 ） が 信 託 行 為 に よ り 、 信 頼 で き る 人  

  （ 受 託 者 ） に 対 し て 財 産 を 移 転  

  

  受 託 者 は 委 託 者 が 設 定 し た 信 託 目 的 に 従 っ て 、 受 益 者 の 

    た め に 、そ の 財 産 （ 信 託 財 産 ） の 管 理 ・ 処 分 な ど を 行 う 

 

受 託 者 受 益 者 委 託 者 

信 託 財 産 

信 託 契 約 等 

財 産 の 移 転 

信 託 利 益  
の 給 付 

信 託 目 的 に 従 っ た  
管 理 ・ 処 分 な ど 

（出所）三菱ＵＦＪ信託銀行作成 



弊社取り組みとSDGsについて 
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弊社 
次期中計 
戦略の柱 

                   ＆          ビジネス強化 事業戦略 コンサルティング ソリューション 

                              への取組み 新領域 信託ビジネスイノベーション 

弊社金融Ｇのお客様 

経済社会の課題 
×信託×テクノロジー 

新事業の創出 
Mission 

信託の可能性∞を追求し、経済社会の課題を解決する 
Vision 

新事業の３本柱 

ツナグ 

シルバー金融事業 

データ管理事業 インフラ投資事業 活用 
弊社金融Ｇ 

のネットワーク 

（出所）三菱ＵＦＪ信託銀行作成 



インフラ投資事業の取り組み例 
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  太陽光発電所を裏付けとした金融商品（信託社債）を発行。 
  環境問題に関心を示す機関投資家が、主な顧客。 

（出所）三菱ＵＦＪ信託銀行作成 
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ESG投資とSDGs 



ESG投資とは 
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 投資の材料：キャッシュフローや利益率などの定量的な財務情報 
 それに加え、非財務情報であるESG要素を考慮する投資＝ＥＳＧ投資 
 2006年、国連のアナン事務総長（当時）が、ESGを投資プロセスに組み入れる「責任投資原則」
（PRI、Principles for Responsible Investment）を提唱したことがきっかけ。 

 2008年のリーマン・ショック後に資本市場で短期的な利益追求に対する批判が高まったことも 
PRIの署名機関増加につながった。 
  全世界：373アセットオーナー、運用資産残高19兆ドル（約2,100兆円）、2018/4末時点。 

（出所）ＧＰＩＦ 



ESG投資とSDGsの関係 
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  ＥＳＧ投資：企業が起点（投資家⇔企業） 
  SDGs：社会（環境、人権、エネルギー・・・）が起点（社会⇔企業） 

（出所）ＧＰＩＦ 



ESG投資の具体的な方法～「株価指数」の活用 
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 株価指数：取引所全体や特定の銘柄群の株価の動きを表すもの 
 日経平均（日経２２５）、TOPIX、ダウ平均・・・ 

 GPIFは、2017年７月、３つのESG指数を選定。国内株式の約３％、約１兆円で運用開始。 

（出所）ＧＰＩＦ 

運用資産額：2018/3末時点 
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• 本資料は、水未来会議２０１９におけるディスカッションの際のご参考にしていただくことのみを目的とした資料です。 
従って、弊社は、本資料に記載したスキームにつきまして、導入が可能との意見を述べているものではなく、 
また、引き受けをお約束しているものでもなく、導入のご相談を確約をするものではありません。 
 

• 本資料により、水未来会議２０１９およびご出席者様と三菱UFJ信託銀行株式会社の間には 
何ら委任その他の契約関係が発生するものではなく、弊社が一切法的な義務・責任を負うものではありません。 
 

• 本資料に記載している見解等は本資料作成時における見解等であり、経済環境の変化、法令・税制の 
改正等によって予告なしに内容が変更されることがあります。 
 

• 本資料は、弊社が公に入手可能な情報に基づき作成したものですが、その内容の正確性・完全性を 
保証するものではありません。また、本資料に関連して生じた一切の損害について、弊社は責任を負いません。 
 

• 本資料の著作権は三菱ＵＦＪ信託銀行に属し、その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。 
 


